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2 La－7 全身反応時間に及ぼす靴の影響
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被　　服

【目的】敏捷性の指標として全身反応時間を取り上げ、これを計測した。本研究では、全

身反応時間が着用した靴の種類・ﾋｰﾙ高によってどのように影響されるかを調べた。

　【方法】被験者は健康な女子79名（18～42歳）である｡被験者が通常履き慣れている3種類

の靴:運動靴とハ’ﾝﾌﾟｽ（ﾋｰﾙ高:3 cm以内と6cni以上の2種）を履いて､光刺激に対してjumping

反応が生じるまでの時間（全身反応時間）を測定した。被験者は光刺激の提示を受けたら

直ちに、両脚の中間点（両足底の中心）から35cni以上、予め指示された方向へjumpした。

光刺激には被験者の前方150craにおいたﾌﾗｯｼｭ（サンバ’ﾂｸ■25SR）を用いた。ﾌﾗｯｼｭが発火する

とﾃﾞｼ’ﾀﾙﾀｲﾏｰ（ﾑｻｼ電機計測機作製所･MET-1､分解能:lms）が計時を開始し、被験者が加

圧ﾌﾟﾚｰﾄ(ﾌﾞﾘｼﾞｽﾄﾝ･ PLSllO）からjuispして離れると停止するよう配線した。

　【結果・考察】どの靴を着用した場合でも、全身反応時間はjumpの方向により異なった。

例えば､運動靴では、左（590.2士133.1ms）、後（594.0土131.6nis）、右（622.5±135.0iiis）

前（664.3土148.2ms）の方向の順に、有意に（pai red t- test、α≦0.01）早かった。ハ’ン

フ’ｽを履いた場合は、運動靴に比べ、a-ﾋｰﾙﾊ’ﾝﾌ’スで前方にjumpした場合を除き、どの方向

でも全身反応時間が有意に遅くなった（a≦0.01) 。ﾛｰt-ﾙとﾊｲﾋｰﾙﾊﾟﾝﾌ’ｽの結果を比べた

ところ､t-ﾙの高さが高くなると、全身反応時間が有意に遅くなる（a≦0.01）ことがわか

った。このように、通常履き慣れている靴を用いて全身反応時間を調べたところ、それは

jumpの方向によって異なるばかりか､着用した靴の種類によって影響を受け、特にﾋｰﾙの高

さが関係することがわかった。
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　目的：健康な生活を営むためには、十分な睡眠をとることが大切である。睡眠において

深い眠りと心地よい目覚め感を得るためには布団の影響も考えられる。本研究は、無圧敷

布団を取り上げて睡眠実験を行った。無圧敷布団を比鮫検討するために従来から使用され

ている普通布団を用いて実験を行い両者間における敷布団の構造の違いが温熱生理反応に

どのような影響を及ぼしているのかについて研究を行をことを目的とした。

　方法：実験は、1994年5月から10月にかけて行った。被験者は、健康な女子学生６人で

ある。いずれも低温期にあわせて実験した。実験中の着衣は、長袖のＴシャツ（コットン）

と長ズボン（ポリエステル、レーヨン、コットンの混紡）とショーツ(コットン）である。

測定項目は、皮膚温、体温、衣服内気候、心拍数と被験者へのアンケート調査である。

実験に使用した無圧敷布団は、中素材が硬質ウレタン100%である。普通敷布団は、木綿わ

た100%であり、いずれもサイズは、幅81×長さ195×厚さ8 cmである。

　結果:実験の結果から無圧敷布団を使用して睡眠をとった場合には、普通敷布団よりも

足背、足底、手掌の部位において高い皮膚温を示した。体温は、無圧敷布団の方が低かっ

た。衣服内気候においては、胸周辺と下腿周辺において無圧敷布団の方が絶対湿度が低か

った。これは、無圧敷布団の表面の凹凸が問雅をなし蒸れ防止をしたと考えられる。寝心

地に関するアンケートでは、無圧敷布団の方が寝つきがよく快眠できるという結果を得た。

無圧敷布団は、体の重みを点で支える凹凸構造から体圧を分散して楽な姿勢で睡眠できる

のではないかという結果が得られた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　221


